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Ⅰ� はじめに 
� 無侵襲的出生前遺伝学的検査（以下、新型出生前
診断と記述）を受検する人は、2013 年 4 月に検査が
開始されて以降、増加を続けている。毎日新聞[1]によ
ると、新型出生前診断の受検者数は、���� 年 � 月の
診断開始から１年間は �千 ��� 人、その後、���� 年
� 月までの集計では �万 ���� 人であり、利用が拡大
している実態が明らかになった [2]。 












































































生 171 名である。 
回答者の性別は、男性 17 名（9.9%）、女性 153 名
（89.4%）、無回答 1 名（0.6%）である。所属は、教


































































� � ②出生前診断ではどのような検査をどのように実施するか知っているか。（以下、検査実施方法の知識と記述） 
� � ③出生前診断のメリット/デメリットを理解しているか。（以下、メリット/デメリットの理解と記述） 
� � ④出出生前診断を行うことによって何がわかるのか、その目的を理解しているか。（以下、目的理解と記述） 
� � ⑤出生前診断を受けた後の対応や流れについて活用できる情報を持っているか。（以下、情報の把握と記述） 
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出生前診断に関する大学生の意識および知識に関する調査











成」が 37 名（21.6%）、反対は 28 名（16.4%）であっ
た（図 1）。 

















ない」が 84 名（49.7%）、「賛成」が 46 名（27.2%）、
「反対」が 39 名（23.1%）であった（図 2）。「賛成」


























































49 名（29.3%）、「知っている」が 43 名（25.7%）とな
― 196 ―
村上　理絵・吉利　宗久・仲矢　明孝












































































































その他� �� � �
図 3 出生前診断に基づいて人工中絶を行うこ
とに対してどのように思うか 
図 4 生命の始まりはいつだと考えるか 
図 5 出産についてどのように思うか 
表 3� 出生前診断に基づいて人工中絶を行うことに
対してどのように思うか（学部別に見た人数） 
表 4� 生命の始まりはいつだと考えるか（学部別に見た人数） 
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10 名（14%）増加、決めかねるは 10 名（14%）減少
となっており、考えを決めかねていた学生が、反対




図 9 出生前診断から何がわかるか知っているか 
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